
＜悪循環＞
＜正の連鎖＞

■バス利用者の減少が、バス便数などサービス確保を困難に
している

■サービス低下は、主に郊外。都心部は過剰気味な運行

■このままでは悪循環に歯止めがかからず…

■バス運行便数を維持・拡充し、バスサービスの低下を防ぐ

■BRTでまちなかのバスを集約し、余力（車両・運転手）を
郊外へ

■持続可能なまちづくりを目指し、公共交通での移動を確保

バランスをとって郊外側の増便・維持へ郊外ではバス路線
を再編し、サービスの
維持・拡充を

まちなかでＢＲＴを
導入

交通結節点等で
乗り換え

• 運転手の確保が全国的な課題のなか、郊外路線の維持・
拡充を図り、バスサービスの低下を防ぎ、利用者減少を防ぐ。

• 「公設民営方式」を導入し、市とバス事業者が役割分担して
事業を推進する。
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＜好循環＞

【新バスシステム事業の導入目的】
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■新バスシステムの事業推進の体制

新潟市新バスシステム事業協定

新潟市新バスシステム事業評価委員会開催要項

□（新バスシステム事業評価委員会の明文箇所

◇新潟市とバス事業者との役割分担（公設民営方式）
• 新潟市は、平成２４年２月に新たな交通システム基本方針を策定
し、公設民営方式としたＢＲＴ導入を進めてきました。

• 市内のバス運行と大きく関連するため、運行事業者として新潟交
通㈱に第一提案権を与えて、事業者選定を行いました。

• 事業推進にあたっては、運行事業協定を定めた新潟交通㈱と新
潟市の役割分担により取り組みを進めています。

• 事業化後もPDCAサイクルでの検証・見直しを行い、市民に公開す
ることとしています。

◇新バスシステム事業評価委員会
• 持続可能な公共交通の構築に向け、新バスシステム事業が適
正に機能しているかを評価・検証することを目的としています。

• 評価委員会からの意見は、新潟市と新潟交通㈱からなる運営
協議会にて、事業の改善などに結び付けていきます。

新バスシステム事業評価委員会の位置づけ・役割


